
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

歯みがきチェックをしました 
 ６月、７月に、給食後の歯みがきチェック（歯垢の

染め出し）を行いました。 

１，２年生には、汚れの少ない子、汚れがあっても

すぐに落ちる子が多かったです。尋ねてみると、毎日、

もしくは時々仕上げみがきをしてもらっていると答

えた児童が約９割もいました！保護者の方々に歯み

がきへの関心を持っていただき、大変うれしく思いま

す。ありがとうございます。 

 

 全学年を通じて、みがき残しが目立った箇所が３つあります。普段から気をつけてみが

きましょう。 

 

 

 

 

 

 

 ボサボサになった歯ブラシでは無意識に力が入り、歯ぐきを傷つけてしまいます。歯ブ

ラシの毛先を月に一度はチェックしましょう。 

 1 か月もたたないうちに毛先が開く場合は、力が入りすぎているか、歯ブラシを噛むク

セがある可能性があります。お子さまの歯みがきの様子を観察してみてください。 

★歯ブラシ交換の目安 

・ブラシの毛先が開いてきたら 

・1か月以上使ったら 

上前歯の 

歯と歯ぐきの間 前歯のうら 

おあ

うぇ奥歯の

みぞ 

岩美南小学校 保健だより 

No.３ （Ｈ２６．７．１７） 
 

上唇に隠れて見え

にくいところです。 

奥歯の内側もみがき残し

が多かったです。 

わすれずにみがいてほしい

です。 

奥歯のみぞ 



夏休みは おうちで「歯みがきチェック」！ 
 今年も、夏休みの宿題として「なつやすみ はみがきチェック」をお配りします。配布す

るものは左下にあるような用紙（B4）と、染め出し用の綿棒 1 本です。歯に染め出し液

を塗ったり、染まったところを観察したりします。お子さまだけでは難しいところもある

と思いますので、おうちの方にもご協力いただいて、いっしょに楽しく歯みがきチェック

をしていただければ幸いです。 

 夏休み中の都合のよい日に実施し、8 月 2８日（木）までに担任にご提出ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昨年度の保護者の方の感想の中に「今日歯みがきチェックするよと予告したら、いつも

より丁寧に歯みがきをしていたようで、思ったより赤く染まらなかった」「歯みがきの前に

染め出した方がインパクトがあるのでは？」といったご意見をいただきました。 

 「これくらい丁寧にみがかないと、汚れはきれいに落ちないのだな」とお子さまが実感

されるなら、それはそれで歯みがきチェックの意味があるのではないかと私は思っていま

す。がんばって磨いた証拠ですから、「よく磨けているね。」「これからもこの調子でがんば

ろうね。」と声をかけていだけたら、お子さまも励みになることと思います。 

しかし、「わが子の口の中を真っ赤にして、どれだけ汚れているか見せてやりたい！」と

保護者の方が思われる気持ちもわかります。抜き打ちでされるか、染め出しをしてから歯

みがきをし、どこの汚れが落ちにくいかを調べる方法をとられても構いません。ご家庭で

の歯みがきの意識向上やコミュニケーションの道具としてご利用いただければ幸いです。 

 

夏休み中に必要な治療を受けましょう 
 視力の低下やむし歯など、春の定期健診で何らかの異常が見られた場合は、夏休み中に

受診されることをおすすめします。 

 ２学期に元気な子どもたちに会えるのを楽しみにしています。 

染め出し用綿棒の取扱に

ついての説明です。 


